
　７月14日㈯森宮野原駅前において、「さかえ夏まつ
り」が開催されました。
　当日は、30℃を超える猛暑となりましたが、栄村の
伝統芸能でもある神楽の演舞や、祭参加者全員を対象
とした盆踊りなども行われました。浴衣を着て踊る方
も多く、大盛況となりました。ラストは栄村の夜空に
花火が打ち上げられ、訪れた皆さんを魅了しました。

～第２回 さかえ夏まつり～ 主な内容

広　報
発行／栄村役場

平成30年

第417号
8月号

■大雨・洪水による警報等の発表基準
■栄村駅伝大会結果ほか
■原爆死没者の慰霊についてほか
■栄村の給与等について
■老人クラブたよりほか
■保健だより
議会報（第187号）
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（2）広 報 さ か え平成30年８月１日

現象の種類 説　　　　　明 発表基準（栄村の場合）

大

雨

注 意 報
大雨による災害が発生する恐れがあると

予想される場合に発表

土壌雨量指数基準60㎜（暫定基準）

（土砂災害）

表面雨量指数基準５㎜（浸水害）

☆警　報
大雨による重大な災害が発生する恐れが

あると予想される場合に発表

土壌雨量指数基準68㎜（暫定基準）

表面雨量指数基準９㎜（浸水害）

☆記録的短時間

大雨情報

大雨警報発表時に、現在の降雨がその地

域にとって災害の発生につながるよう

な、まれにしか観測できない雨量である

ことを知らせるために発表

１時間降水量 100㎜

☆特別警報

台風や集中豪雨により数十年に一度の大

雨、または数十年に一度の強度の台風や

同程度の温帯低気圧による大雨が予想さ

れる場合に発表

48時間降水量 298㎜

３時間降水量   99㎜

洪

水

注 意 報

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水

し、災害が発生する恐れがあると予想さ

れる場合に発表

流域雨量指数基準※

千曲川流域＝81.2、志久見川流域＝14.2、

北野川流域＝10.8、小箕作川流域＝3.2、

中津川流域＝24

☆警　報

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水

し、重大な災害が発生する恐れがあると

予想される場合に発表

流域雨量指数基準

千曲川流域＝101.5、志久見川流域＝

17.7、北野川流域＝13.5、小箕作川＝４、

中津川流域＝30.1

☆土砂災害警戒情報
大雨警報発令中に、大雨による土砂災害発生の危険度が高まった時に、長野県と長野

地方気象台が共同で発表する情報

　平成30年５月25日21時13分頃の長野県北部の地震（震度５強）により、大雨警報・注意報の土
壌雨量指数基準については、通常の８割の暫定基準となります。

☆印の警報・情報が栄村に発表された際には、自動的に告知放送スピーカーから放送されます。
※流域雨量指数とは…河川の上流域に降った雨により、どれだけ下流の対象地点の洪水危険度が
高まるかを把握するための指標です。

【問合せ先】
栄村役場　総務課　情報防災係　☎０２６９－８７－３１１２

大雨・洪水にかかわる
注意報・警報の発表基準



広 報 さ か え（3） 平成30年８月１日

第
12
回

栄
村
駅
伝
大
会
結
果

北
信
ポ
ン
プ
操
法
大
会

第
２
分
団
中
央
部
出
場

　
７
月
8
日
㈰
第
12
回
栄
村
駅
伝
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
か
ら
12
チ

ー
ム
、
東
京
都
武
蔵
村
山
市
か
ら
６
チ

ー
ム
、
飯
山
市
か
ら
2
チ
ー
ム
、
飯
山

市
城
北
中
学
校
と
栄
中
学
校
の
野
球
部

合
同
チ
ー
ム
が
3
チ
ー
ム
。
計
23
チ
ー

ム
が
出
場
し
、北
野
か
ら
横
倉
農
村
広

場
ま
で
の
6
区
間（
12・
３
㎞
）
の
タ
ス

キ
を
繋
ぎ
全
チ
ー
ム
が
完
走
し
ま
し
た
。

　
心
配
し
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
沿
道

で
は
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
選
手
に
応
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、警
察
官
、

地
区
公
民
館
や
交
通
安
全
協
会
な
ど
多

く
の
地
域
の
方
々
か
ら
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
7
月
8
日
㈰
北
信
合
庁
駐
車
場
に
お

い
て
、
北
信
消
防
協
会
第
29
回
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

栄
村
消
防
団
か
ら
は
第
2
分
団
中
央
部

が
出
場
し
、
見
事
３
位
と
い
う
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技

　
第
２
分
団　

中
央
部

　
指
揮
者
…
宮
川
一
哉
（
野
田
沢
）

　
１
番
員
…
山
本
光
輝
（
天
　
地
）

　
２
番
員
…
阿
部
洋
平
（
野
田
沢
）

　
３
番
員
…
阿
部
佑
哉
（
大
久
保
）

　
補
助
員
…
山
本
幸
太
（
野
田
沢
）

順位 チーム名 記録

１ 駅伝愛好会 41分54秒

２ あおくら 46分54秒

３ SWAN 49分39秒

４ 森 49分55秒

５ 栄中学校職員 52分34秒

６ 剣道小林 54分37秒

７ 秋山チーム「あっちゃね」 54分40秒

８
栄村役場住民福祉課健
康支援課合同チーム

56分01秒

９ 秋山チーム「KATSU」 57分16秒

10 こたき 59分43秒

11 エゴーマさかえ 62分33秒

12
秋山チーム
「じょんのび」

62分54秒

順位 チーム名
広域公民館地区内の居住者や出身者で編成
されたチームが「地域の部」として表彰さ
れました。

１ あおくら（青倉地区）

２ SWAN（白鳥地区）

３ 森（森地区）

武
蔵
村
山
市

峰すいそう会 52分49秒

西部地区おやじの会 52分56秒

ムサムラニ小teachers 51分34秒

でえだらチーム 59分19秒

かたくりチーム 49分19秒

えのきチーム 51分19秒

飯
山
市

くらぶ鬼
おにじま

島Ａ 40分02秒

くらぶ鬼島Ｂ 43分49秒

城北・栄中学校野球部Ａ 47分27秒

城北・栄中学校野球部Ｂ 52分36秒

城北・栄中学校野球部Ｃ 54分45秒

【地域の部】

【総合の部】

【特別参加チーム】

▲23チームが一斉にスタート!!

▲第２分団　中央部のメンバー

飯
山
市
・

栄
村
合
同



（4）広 報 さ か え平成30年８月１日

木
柱
の
点
検
を

実
施
し
て
く
だ
さ
い

　
村
内
に
お
い
て
木
柱
の
経
年
劣
化
が

進
み
、
中
が
腐
食
し
て
い
る
事
例
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、

区
で
管
理
さ
れ
て
い

る
防
犯
灯
に
お
い

て
、
木
柱
を
使
用
し

て
い
る
場
合
、
早
急

に
目
視
等
の
点
検
を

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
木
柱
の
点
検
方
法
と
し
ま
し
て
は
、

左
記
の
３
点
に
注
意
し
て
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

①
木
柱
自
体
の
傾
き
方

②
木
柱
の
根
元
の
緩
み

③
木
柱
を
叩
い
た
際
の
音

　
現
在
建
中
し
て
い
る
木
柱
は
区
で
の

維
持
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
点

検
の
結
果
、
異
常
を
発
見
し
た
際
に
は

早
急
に
修
繕
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
総
務
課
　
情
報
防
災
係

　
☎
０
２
６
９―

８
７―

３
１
１
２

▲中が腐食し、空洞化した木柱▲傾いた木柱

電気柵設置上の注意について

①製品の取扱説明書を熟読し、性質や性能をよく理解したうえで設置する。
②電気柵に適切な電気が流れるような電源装置を使用する。なお、商用電源（家庭用コン
セントなど）から直接通電することは非常に危険なので、絶対にしない。
③周囲の人がわかりやすい位置に、見やすい文字で危険表示を行う。
④通電中の電気柵や電線には触れない。特にペースメーカーを使用している方や子どもは
注意が必要です。
⑤劣化や故障、異常がないかこまめに点検する。電気柵の線に雑草が接触しないように除
草剤を散布するか、手刈りをしてください。

　電気柵は比較的安価で設置も容易ですが、設置方法や使用方法を誤ると重大な事故を引き起こす危険

性があります。電気柵を使用する際は、以下の正しい方法で使用してください。

電気柵の購入補助について
　電気柵は農作物を有害鳥獣から守るのに大変有効です。村では、電気柵を設置した農業者に費
用の一部を補助します。
◇対 象 者　　村内に住所を有する農業者
◇補 助 率　　購入費用の1/2以内（限度額３万円）
◇申請方法と補助金支払いまでの流れ
　１　電気柵を購入する前に役場へ①申請書②電気柵のカタログ③見積書を提出する。
　２　電気柵を購入・設置後に役場へ①実績報告書②設置場所の写真③領収書の写しを提出する。
　３　役場による現地確認
　４　補助金の支払い

【問合せ先】　産業建設課産業振興係　☎０２６９－８７－３１１３



広 報 さ か え（5） 平成30年８月１日

　

村
で
は
平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
試
験
の
区
分
・
採
用
予
定
人
員

・
上
級
（
一
般
事
務
）�
若
干
名

・
中
級
（
保
育
士
）�
若
干
名

・
初
級
（
一
般
事
務
）�
若
干
名

・
社
会
人
経
験
者
（
社
会
人
）
若
干
名

◇
試
験
日

・
１
次　

平
成
30
年
９
月
16
日
㈰

・
２
次　

11
月
上
旬
予
定

◇
試
験
会
場　

栄
村
役
場

◇
試
験
内
容

・
1
次

　

◦
教
養
、
職
場
適
応
性
検
査
（
一
般

事
務
）

　

◦
教
養
、職
場
適
応
性
検
査
（
中
級
）

　

◦
職
務
基
礎
力
試
験
、
職
務
適
応
性

検
査
（
社
会
人
）

・
２
次

　

◦
口
述
試
験
、
資
格
調
査

◇
採
用
予
定
年
月
日

・
平
成
31
年
４
月
１
日

◇
申
込
受
付
期
間

・
平
成
30
年
７
月
13
日
㈮
か
ら

平
成
30
年
８
月
15
日
㈬
ま
で

栄
村
職
員
を募集

し
ま
す

北
信
広
域
連
合
職
員

採
用
試
験
に
つ
い
て

自
衛
官
等
の

募
集
に
つ
い
て

◇
住
所
要
件

①
栄
村
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
、
も

し
く
は
採
用
後
栄
村
に
住
民
登
録
を

し
て
居
住
す
る
予
定
の
方
（
一
般
事

務
・
社
会
人
）

※
保
育
士
に
あ
っ
て
は
、
右
記
要
件
又

は
通
勤
可
能
な
方

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す
る

方
。
た
だ
し
、
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
方
を
含
み
ま
す
。

◇
給
与
等
《
初
任
給
》

・
上
級
（
一
般
事
務
）

�

１
８
２
，５
０
０
円

・
中
級
（
保
育
士
）

　

�

１
６
２
，７
０
０
円

・
初
級
（
一
般
事
務
）

�

１
４
９
，８
０
０
円

⑴
社
会
人
等
の
経
験
の
あ
る
人
は
、
規

程
に
よ
り
前
歴
調
整
を
行
い
初
任
給

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑵
給
料
の
月
額
は
現
行
の
も
の
で
す

が
、
採
用
時
ま
で
に
改
定
が
あ
っ
た

場
合
は
、そ
の
改
定
額
に
な
り
ま
す
。

⑶
通
勤
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
、
扶

養
手
当
、
住
居
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
条
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

行
政
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　

広
域
連
合
で
は
、
平
成
31
年
４
月
１

日
採
用
予
定
の
職
員
と
し
て
次
の
と
お

り
職
員
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

◇
試
験
区
分

　

①
看
護
師
（
短
大
卒
業
程
度
）

　

②
介
護
員
等
（
高
校
卒
業
程
度
）

◇
受
験
資
格

①
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
者

　
（
平
成
30
年
当
該
資
格
の
取
得
見
込

み
者
も
含
む
）

②
採
用
後
北
信
広
域
連
合
組
織
市
町
村

に
居
住
し
、
住
民
登
録
す
る
者

◇
１
次
試
験
：
９
月
16
日
㈰

◇
２
次
試
験
：
11
月
上
旬
予
定

◇
試
験
会
場
：
中
野
市
豊
田
支
所

◇
申
込
締
切
：
８
月
17
日
㈮

◇
申
込
方
法

　

北
信
広
域
連
合
、
組
織
市
町
村
の
役

所
・
役
場
等
ま
た
は
、
北
信
広
域
連
合

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

北
信
広
域
連
合
事
務
局　

総
務
係

　

☎
０
２
６
９
─

３
８
─

５
０
５
０

　

今
年
度
の
自
衛
官
等
募
集
内
容
に
つ

い
て
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

〈
防
衛
大
学
校
学
生
〉

◇
概
要
：
国
を
思
い
将
来
を
見
つ
め
る

自
衛
隊
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
。

◇
資
格
：
高
卒　

21
歳
未
満
の
者

◇
一
般
受
付
：
９
月
５
日
～
９
月
28
日

◇
一
般
試
験
：
11
月
３
・
４
日（
1
次
）

〈
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
〉

◇
概
要
：
総
合
臨
床
医
と
し
て
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
自
衛
隊
医
官
を
目
指

す
。

◇
資
格
：
高
卒　

21
歳
未
満
の
者

◇
受
付
：
９
月
５
日
～
９
月
28
日

◇
一
般
試
験
：
10
月
27
・
28
日（
1
次
）

〈
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
〉

◇
概
　
要
：
未
来
に
目
を
向
け
た
看
護

　

師
養
成
課
程

◇
資
　
格
：
高
卒　

21
歳
未
満
の
者

◇
受
　
付
：
９
月
５
日
～
９
月
28
日

◇
試
験
日
：
10
月
20
日
（
1
次
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

長
野
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

６
０
２
６
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子
ど
も
の
人
権11

0
番

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

特
別
相
談
窓
口
の
開
設

放
送
大
学
10
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

　

８
月
29
日
㈬
～
９
月
４
日
㈫
は
、「
全

国
一
斉
『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』

強
化
週
間
」
で
す
。
強
化
週
間
中
は
、

通
常
の
時
間
帯
を
延
長
し
て
、
学
校
に

お
け
る
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内
に
お
け

る
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々

な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
─

０
０
７
─

１
１
０

◇
受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

た
だ
し
、
土
曜
・
日
曜
は
10
時
か
ら

17
時
ま
で
。
な
お
、
通
常
は
平
日
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
務
局
飯
山
支
局
及
び
飯
山

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
左
記
の

日
程
で
面
談
で
の
相
談
所
（
無
料
）
を

開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◇
日
時　

８
月
31
日
㈮

　
　
　
　

９
時
～
12
時

◇
場
所　

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
地
方
法
務
局　

飯
山
支
局

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

２
３
０
２

　

長
野
労
働
局
で
は
、
安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
を
図

る
た
め
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ハ
ラ
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
特

命
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
疑

問
・
不
安
等
何
で
も
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

・
セ
ク
ハ
ラ
、
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ハ
ラ

　
　

☎
０
２
６
─

２
２
７
─

０
１
２
５

　

・
パ
ワ
ハ
ラ

　
　

☎
０
２
６
─

２
２
３
─

０
５
５
１

　

な
お
、
10
月
に
は
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
特
別
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

ま
す
。
長
野
県
内
の
20
歳
未
満
の
自
殺

死
亡
率
は
、
全
国
で
も
高
い
レ
ベ
ル
に

あ
り
ま
す
。
1
人
悩
み
苦
し
む
人
か
ら

の
相
談
は
、
絶
え
る
こ
と
な
く
長
野
い

の
ち
の
電
話
の
ベ
ル
を
鳴
ら
し
続
け
て

い
ま
す
。

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
と
は
複
雑
な
現

代
社
会
で
、
人
は
様
々
な
悩
み
を
持
っ

た
り
、
孤
独
や
不
安
に
陥
っ
た
り
、
生

き
る
目
標
が
見
え
な
く
な
り
、
心
が
疲

れ
き
っ
て
自
分
を
見
失
っ
て
し
ま
う
事

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、

電
話
を
通
し
て
共
に
考
え
、
感
じ
、
援

助
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
と
幸

せ
を
大
切
に
し
、
悩
ん
で
い
る
人
、
孤

独
な
人
の
よ
き
隣
人
と
し
て
、
共
に
生

き
る
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
市
民

運
動
で
す
。

◇
募
集
人
員　

30
名

◇
応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
方

◇
受
講
料　

年
間
４
０
，
０
０
０
円

◇
研
修
会
場　

長
野
市
内

◇
応
募
締
切　

９
月
10
日
㈪

◇
面
接
日　

９
月
22
日
㈯　

【
問
合
せ
先
】

　

社
会
福
祉
法
人
長
野
い
の
ち
の
電
話

　

事
務
局

　

☎
０
２
６
─

２
２
５
─

１
０
０
０

　

放
送
大
学
で
は
、
２
０
１
８
年
10
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

9
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
っ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
授
業
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
放
送
大
学
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◇
出
願
期
間

　

第
２
回
目　

９
月
20
日
ま
で

【
問
合
せ
先
】

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
６
─

５
８
─

２
３
３
２

い
の
ち
の
電
話

相
談
員
募
集

　

長
野
い
の
ち
の
電
話
主
催
に
よ
る
、

相
談
員
養
成
講
座
を
下
記
の
通
り
行
い
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原
爆
死
没
者
の

慰
霊
に
つ
い
て

献
血
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

栄
中
学
校
の
生
徒
は
、
平
成
25
年
か

ら
平
和
学
習
の
一
環
と
し
て
８
月
６
日

に
広
島
市
で
行
わ
れ
る
広
島
平
和
記
念

式
典
に
出
席
し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
学
習
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
３
年
生
全
員
が
参
加
し

ま
す
。
最
近
は
日
本
周
辺
で
も
核
実
験

の
実
施
や
、
そ
れ
に
伴
う
国
家
間
の
緊

張
の
高
ま
り
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

栄
村
で
は
、
原
爆
死
没
者
な
ら
び
に

戦
争
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と
平
和
へ
の
願

い
を
こ
め
て
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８

月
６
日
㈪
午
前
８
時
15
分
と
８
月
９
日

㈭
午
前
11
時
２
分
。
終
戦
と
な
っ
た
８

月
15
日
㈬
正
午
の
計
３
回
に
わ
た
り
、

黙
祷
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
告
知
放
送
で
ご
案
内
し
ま
す

の
で
村
民
の
皆
さ
ん
も
協
力
い
た
だ
け

る
範
囲
で
結
構
で
す
の
で
、
そ
の
時
間

に
あ
わ
せ
て
黙
祷
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

生
活
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
義
足
や
人
工

関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、
内
部
障
が

い
や
難
病
の
方
、
ま
た
は
妊
娠
初
期
の

方
な
ど
、
外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も

　

役
場
を
会
場
に
、
長
野
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
献
血
を
行
い
ま

す
。
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
と
な

る
た
め
、
体
重
が
50
キ
ロ
以
上
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

事
前
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
８
月

23
日
㈭
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
11

時
30
分
ま
で
に
役
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課　

健
康
増
進
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
０
２
０

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々

が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助

を
得
や
す
く
す
る
目
的
で
始
ま
り
、
全

国
に
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
、
希
望
さ
れ
る
対
象
者

の
方
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
配
付
す
る
と

と
も
に
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
着
け

た
方
を
見
か
け
た
場
合
は
、
電
車
・
バ

ス
内
で
席
を
譲
る
、
困
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
れ
ば
声
を
か
け
る
等
、
思
い
や
り

の
あ
る
行
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
趣
旨
を
広
く
周

知
し
て
い
き
ま
す
。

【
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
着
け
た
方
を

見
か
け
た
ら
】

○
電
車
・
バ
ス
の
中
で
、
席
を
お
譲
り

く
だ
さ
い
。

　

外
見
で
は
健
康
に
見
え
て
も
、
疲
れ

や
す
か
っ
た
り
、
つ
り
革
に
つ
か
ま
り

続
け
る
な
ど
の
同
じ
姿
勢
を
保
つ
こ
と

が
困
難
な
方
が
い
ま
す
。

○
駅
や
商
業
施
設
な
ど
で
、
声
を
か
け

る
等
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
機
関
の
事
故
等
、
突
発
的
な
出

来
事
に
対
し
て
臨
機
応
変
に
対
応
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
、
立
ち
上
が
る
、

歩
く
、
階
段
の
昇
降
な
ど
の
動
作
が
困

難
な
方
が
い
ま
す
。

○
災
害
時
は
、
安
全
に
避
難
す
る
た
め

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
や
聴
覚
障
が

い
の
あ
る
方
な
ど
の
状
況
把
握
が
難
し

い
方
、
肢
体
不
自
由
児
・
者
な
ど
の
自

力
で
の
迅
速
な
避
難
が
困
難
な
方
が
い

ま
す
。

【
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
付
に
つ
い
て
】

　

対
象
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
配
付
し
ま

す
。

〈
配
付
窓
口
〉

　

県
内
市
町
村
福
祉
担
当
窓
口
、
県
関

連
機
関
（
保
健
福
祉
事
務
所
、
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
総
合
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
県
庁
障

が
い
者
支
援
課
）

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
配
付

は
お
一
人
に
つ
き
1
個
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
長
野
県
内
に
お
住
い
の
方
に
限
り
ま

す
。

※
申
込
は
、
本
人
又
は
そ
の
家
族
に
限

り
ま
す
。
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区分 住民基本台帳人口 
（平成28年１月１日）

職員数 
Ａ

給与費 一人当たり
給与費B／A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計B

28年度 2,049 人 75 人 274,557 千円 55,644 千円 106,537 千円 436,738 千円 5,823 千円

１　職員給与費の状況（平成28年度決算）

（注）　１　職員手当には退職手当を含みません
　　　２　職員数は、28年４月１日現在の人数です

５　年齢別職員構成の状況（30年４月１日現在）

区分 20歳
未満

20歳 
～23歳

24歳 
～27歳

28歳 
～31歳

32歳 
～35歳

36歳 
～39歳

40歳 
～43歳

44歳 
～47歳

48歳 
～51歳

52歳 
～55歳

56歳 
～59歳

60歳 
以上 計

職員数 ０人 ４人 ４人 10人 ２人 ７人 ９人 ７人 ７人 11人 14人 ０人 75人

割　合 ０% 5.3% 5.3% 13.3% 2.7% 9.3% 12% 9.3% 9.3% 14.7% 18.8% ０% 100%

４　職員の初任給の状況（30年４月１日現在）

区　　分 栄村 長野県 国

一般行政職
大学卒 182,500 円 182,500 円 179,200 円

高校卒 149,800 円 149,800 円 147,100 円

３　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（29年４月１日現在）
一般行政職

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

栄　村 43.8歳 304,600円 323,204円

長野県 45.3歳 337,966円 373,725円

国 43.6歳 330,531円 410,719円

都道府県平均 43.1歳 328,772円 371,274円

２　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）　１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

90

92

94

96

98

100

（H27）
93.7

（H28）
94.1

栄　村 県内町村平均 長野県

（H29）
94.9

（H27）
94.8

（H28）
95.2

（H29）
95.2

（H27）
98.1

（H28）
99.4

（H29）
99.9

栄村の給与等についてお知らせします
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６　期末手当・勤勉手当

栄　　村 長 野 県 国

１人あたり平均支給額（28年度） 
1,391千円

１人あたり平均支給額（28年度） 
1,711千円 ̶̶

（29年度支給割合） 
期末手当　2.6月分 
勤勉手当　1.7月分

（29年度支給割合） 
期末手当　2.6月分 
勤勉手当　1.7月分

（29年度支給割合） 
期末手当　2.6月分 
勤勉手当　1.7月分

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による
加算措置 
役職加算５～ 15%

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による
加算措置 
役職加算５～ 20%　管理職加算15 ～ 25％

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による
加算措置 
役職加算５～ 20%　管理職加算10 ～ 25％

７　退職手当（30年４月１日現在）

栄　　村 国

（支給率）
勤 続 20 年
勤 続 25 年
勤 続 35 年
最高限度額

自己都合
17.577月分
28.248月分
39.757月分
47.709月分

勧奨・定年
21.971月分
33.898月分
47.709月分
47.709月分

（支給率）
勤 続 20 年
勤 続 25 年
勤 続 35 年
最高限度額

自己都合
19.669月分
28.039月分
39.757月分
47.709月分

勧奨・定年
24.586月分
 33.27月分
47.709月分
47.709月分

８　時間外勤務手当

支給実績（28年度決算） 3,523 千円

職員１人あたり平均支給額（28年度決算） 47 千円

支給実績（27年度決算） 1,536 千円

職員１人あたり平均支給額（27年度決算） 19 千円

９　特別職の報酬等の状況（30年４月１日現在）

※１　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年=48月）勤め
た場合における退職手当の見込額です。

区　　分 給 料 月 額 等

給
料

村　長 
副村長

606,000円
514,000円

報
酬

議　長 
副議長 
議　員

221,000円
146,000円
129,000円

期
末
手
当

村　長 
副村長 3.30月分（30年度支給割合）

議　長 
副議長 
議　員

3.30月分（30年度支給割合）

退
職
手
当

村　長 
副村長

（算定方式） 
606,000円 × 20.4（支給率） 
514,000円 × 12.192（支給率）

（１期の手当額）　※１（支給時期） 
　12,362千円　　　　　任期毎 
 　 6,267千円           　 任期毎
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料
理
研
究
家

横
山
タ
カ
子
先
生
の

試
食
会・講
演
会
開
催
！

　
７
月
７
日
㈯
、
料
理
研
究
家 

横
山

タ
カ
子
先
生
の
試
食
会
・
講
演
会
が
栄

村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
栄

村
郷
土
料
理
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
食
会
で
は
、
横
山
先
生
ア
ド
バ
イ

ス
に
よ
る
栄
村
の
食
材
を
使
っ
た
「
一

汁
三
菜
御
膳
」
が
提
供
さ
れ
、
ど
の
料

理
も
味
・
見
た
目
と
も
に
上
品
で
と
て

も
美
味
し
か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
栄
村
が
食
の
宝
庫
で

あ
り
、
普
段
の
何
気
な
い
雪
国
の
暮
ら

し
が
、
実
は
「
素
に
し
て
上
質
な
暮
ら

し
」
で
あ
り
、
そ
の
雪
国
の
暮
ら
し
が

あ
る
か
ら
こ
そ
郷
土
料
理
の
伝
統
が
あ

る
事
、
そ
し
て
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た

料
理
を
作
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
大
事
で

あ
り
、
塩
や
酢
等
の
調
味
料
も
自
然
の

も
の
だ
け
を
使
う
事
に
よ
り
、
味
だ
け

で
な
く

健
康
長

寿
に
も

繋
が
る

と
い
っ

た
お
話

が
あ
り

ま
し
た
。

時
に
は

ユ
ー
モ

「
一
汁
三
菜
御
膳
」お
品
書
き

・
主
　
食
　
栄
村
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

　
　
　
　
　
か
て
ぜ

・
汁
　
物
　
ゆ
う
ご
と
く
じ
ら
汁

・
主
　
菜
　
茄
子
と
ニ
シ
ン
の
い
こ
み
煮

　
　
　
　
　
〜
ぜ
ん
ま
い
添
え
〜

・
副
　
菜
　
せ
え
（
菜
）

・
副
々
菜
　
わ
ら
び
の
酢
の
物

・
漬
　
物
　
胡
瓜
の
か
ら
し
漬

ア
あ
ふ
れ
る
お
話
も
織
り
交
ぜ
た
話
ぶ

り
に
会
場
の
皆
さ
ん
は
、
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
の
中
に
あ
っ
て
も
興
味
深
く
集

中
し
て
講
演
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　
60
年
ほ
ど
前
に
栄
村
で
中
学
校
教

師
を
勤
め
、
退
職
後
、
数
年
前
か
ら

た
び
た
び
栄
村
に
滞
在
し
な
が
ら
村

の
集
落
風
景
な
ど
90
点
近
く
の
水
彩

画
を
描
き
上
げ
て
き
た
故
田
中
誠
喜

様
の
ご
家
族
よ
り
、
絵
の
売
上
代
な
ど

1
5
3
，
0
0
0
円
を
震
災
に
対
し
て

の
支
援
と
教
育
文
化
振
興
に
使
っ
て
ほ

し
い
と
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
村
が
交
流
を
進
め
て
い
る
中
国
蘇
州

市
の
市
長
よ
り
、
4
月
に
村
長
が
蘇
州

市
へ
表
敬
訪
問
し
た
こ
と
に
対
し
て
の

お
礼
の
印
と
し
て
、
水
墨
画
「
高
山
流

水
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　「
高
山
流
水
」
に
は
自
分
の
こ
と
を

よ
く
理
解
し
て
く
れ
る
友
と
い
う
意
味

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
蘇
州
市
長
か
ら
は
、
今
後
も
栄
村
と

の
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
意

向
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
　

　
今
秋
、
さ
ら
に
冬
に
向
け
て
再
び
蘇

州
の
皆
さ
ん
に
、
自
然
豊
か
な
栄
村
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
計
画
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
彩
画
売
上
げ
金
寄
付

蘇
州
市
か
ら

水
墨
画
の
贈
呈

▲横山先生による講演の様子

▶
田
中
様
家
族
と
記
念
撮
影

◀
水
墨
画
「
高
山
流
水
」
趙
寛
仁
画
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長な
が

瀬せ

新し
ん

田で
ん

遺い

跡せ
き

出し
ゅ
つ

土ど

火か

焔え
ん

型が
た

土ど

器き

瑞ず
い

花か

双そ
う

鳳ほ
う

八は
ち

稜り
ょ
う

鏡き
ょ
う

の
２
点
が

村
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
！

　
6
月
24
日
の
定
例
教
育
委
員
会
で
の

決
議
を
受
け
、
7
月
2
日
付
け
で
右
記

2
点
の
文
化
財
が
村
宝
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

〇
長
瀬
新
田
遺
跡
出
土
火
焔
型
土
器

　
高
さ
約
31
㎝
、
最
大
径
は
約
23
・
5

㎝
。
お
よ
そ
五
千
年
前
、
縄
文
時
代
中

期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
43
年
頃
、
長
瀬
新
田
の
畑
で
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
割
れ
た
状
態
で
全

体
の
半
分
ほ
ど
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
は
完
全
な
形
に
復
元
し
て
あ
り

ま
す
。

　
火
焔
型
土
器
は
鶏け

い

頭と
う

冠か
ん

状じ
ょ
う

把と
っ

手て

と
呼

ば
れ
る
、
ニ
ワ
ト
リ
の
と
さ
か
の
よ
う

な
形
の
飾
り
が
特
徴
で
す
。
新
潟
県
の

信
濃
川
沿
い
で
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
長
野
県
側
で
初
め
て
火
焔
土

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

30
・
10
運
動

器
が
発
見
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
資
料

で
す
。

　
長
瀬
新
田
遺
跡
出
土
火
焔
型
土
器
は

現
在
、栄
村
歴
史
文
化
館
「
こ
ら
っ
せ
」

で
展
示
中
で
す
。

〇
瑞
花
双
鳳
八
稜
鏡

　
径
9
・
1
㎝ 

厚
さ
2
㎜
　
銅
製
。

お
よ
そ
千
年
前
、
平
安
時
代
後
期
の
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
瑞
花
」、

「
双
鳳
」
と
も
吉
兆
と
な
る
花
と
鳥
で

あ
り
、
そ
れ
ら
が
描
か
れ
た
鏡
で
す
。

　
昭
和
35
年
に
森
の
開
田
事
業
に
お
け

る
用
水
路
の
工
事
に
よ
り
乗
落
地
籍
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
査
に

よ
り
発
見
地
に
は
1
軒
の
竪
穴
式
住
居

址
と
灰か

い

釉ゆ
う

陶
器
、
鉄て

つ

滓し

（
製
鉄
の
際
の

残
り
か
す
）
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
の
鏡
は
祭
器
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
実

際
に
こ
の
住
居
に
誰
が
住
ん
で
い
た
の

か
、
鏡
が
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し

て
い
た
の
か
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
瑞
花
双
鳳
八
稜
鏡
は
８
月
６
日
㈪
か

ら
8
月
31
日
㈮

ま
で
歴
史
文
化

館
こ
ら
っ
せ
で

特
別
展
示
を
し

て
い
ま
す
。

　
長
野
県
で
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
目

的
と
し
た
「
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
県

民
運
動
〜
ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
の
一

環
と
し
て
、
特
に
『
宴
会
料
理
』
で
食

べ
残
し
を
減
ら
そ
う
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
7
月
か
ら
9
月
は
、
暑
気
払
い
や
同

窓
会
な
ど
特
に
宴
会
の
席
が
増
え
る
時

期
で
す
。

　
幹
事
さ
ん
は
、
左
記
の
呼
び
か
け
例

を
参
考
に
宴
会
開
始
時
や
お
開
き
の
前

に
食
べ
き
り
を
呼
び
か
け
、
出
席
さ
れ

る
皆
さ
ん
も
食
べ
残
し
の
削
減
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
宴
会
開
始
時
の
呼
び
か
け
例

　
ご
出
席
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
は
「
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
県
民

運
動
」
に
賛
同
し
、「
た
べ
き
り
応
援

幹
事
」
と
し
て
、
お
料
理
を
残
さ
ず
食

べ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

☆
お
開
き
前
の
呼
び
か
け
例

　
そ
ろ
そ
ろ
、お
開
き
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
前
に
、
皆
様
も
う
一
度
始
め
の
席

に
お
戻
り
く
だ
さ
い
。

◇
期
日

　
平
成
30
年
9
月
1
日
㈯

◇
受
付
開
始
　
９
時
〜

　
※
雨
天
延
期
の
場
合
は
9
月
2

　
　
日
㈰
と
な
り
ま
す
。

◇
会
場
　

　
横
倉
農
村
広
場
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

　
フ
場

◇
主
催
　
栄
村
教
育
委
員
会

◇
参
加
資
格
　

　
中
学
生
以
上
で
村
内
に
在
住
若

　
し
く
は
在
勤
す
る
者

◇
申
込
締
切
　

　
平
成
30
年
8
月
20
日
㈪
ま
で
に

　
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

【
問
合
せ
先
】

　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
８

栄
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
者
募
集
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「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
豆
知
識
」

　
皆
さ
ん
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
得
点
方
法
は
ご
存
じ

で
す
か
？

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
縦
15
メ
ー
ト
ル
、
横
20
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ト
の
中
に
3
つ
の
ゲ
ー
ト
と
、
真
ん
中

に
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が
有
り
、
第
１
ゲ
ー
ト
か
ら
順
に

第
3
ゲ
ー
ト
ま
で
通
過
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
1
点
ず

つ
、
ゴ
ー
ル
す
る
と
2
点
の
一
人
合
計
5
点
、
赤
・

白
チ
ー
ム
各
5
人
ず
つ
10
人
で
競
い
合
い
ま
す
。

　
相
手
の
玉
を
は
じ
き
出
す
の
は
、
相
手
チ
ー
ム
に

得
点
さ
せ
な
い
で
い
か
に
自
分
の
チ
ー
ム
全
体
で
得

点
を
上
げ
る
か
の
頭
脳
プ
レ
ー
を
行
っ
て
お
り
、
決

し
て
意
地
悪
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
チ
ー
ム
に
玉
を
当
て
て
ゲ
ー
ト
通
過
を
助
け

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
第
1
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
な
い
事
に
は
ゲ

ー
ム
は
始
ま
り
ま
せ
ん
が
。

全
勝
優
勝
の

　
　志
久
見
チ
ー
ム
◀

女
性
が
活
躍
の

　
　白
鳥
チ
ー
ム
◀

　
7
月
4
日
㈬
、
横
倉
農
村
広
場
に

お
い
て
第
39
回
栄
村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
村
内
か
ら
5

チ
ー
ム
が
出
場
。

　
そ
れ
ぞ
れ
4
試
合
ず
つ
行
う
総

当
た
り
戦
で
、
午
前
9
時
か
ら
始
ま

っ
た
試
合
は
、
午
後
3
時
ま
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
見
事
に
4
戦
全

勝
し
た
志
久
見
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

※
3
位
か
ら
5
位
は
得
失
点
差
順

老
人
ク
ラ
ブ
たより

順位 チーム名 勝敗

1 志久見チーム ４勝

2 白鳥チーム ３勝１敗

3 青倉チーム １勝３敗

4 月岡チーム １勝３敗

5 北野チーム １勝３敗

件数 工事／業務名 集落 請負業者 内　　　　　　容

1 道路台帳整備委託業務 平滝 ㈱しな測 昨年度道路改良を行った路線の道路台帳整
備業務

2 村道箕作泉平線測量設計業務 泉平 ㈱しな測 村木～泉平集落間の道路改良に伴う詳細設
計及び用地測量業務

3 河川災害復旧工事 極野 ㈲赤津組 融雪により被災した河川護岸工事

4 道路修繕舗装事業 屋敷 ㈱竹花組 みずとや食堂下（約100ｍ）の舗装修繕工事

5
社会資本整備交付金（道路）
事業
村道箕作泉平線改良⑴工事

泉平 ㈱廣瀬建設
村木～泉平集落間の道路改良工事
今年度は暗渠台付管の布設替と
道路拡幅工事

平成30年度

村発注の工事等契約状況は以下のとおりです。
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の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
調
査
し
た
個
所

で
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近

く
に
は
家
な
ど
が
建
て
ら
れ
、
ム
ラ
が

で
き
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
今
後
の
研
究
に
よ
り
ま
す

が
、
お
よ
そ
五
千
年
前
の
縄
文
時
代
中

頃
の
ム
ラ
が
泉
平
に
も
存
在
し
た
こ
と

が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
⑯
❖❖

雪
の
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン

　

７
月
14
日
㈯
に
、
森
駅
前
駐
車
場
で

「
第
２
回
さ
か
え
夏
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、
そ
の
会
場
内
に
『
雪
』
を
利
用
し

た
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
が
登
場
し
ま
し

た
。
当
日
は
会
場
に
設
置
し
て
い
た
温

度
計
が
、
37
℃
を
越
え
、
猛
暑
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
で
使
っ
た

雪
は
、
今
年
の
２
月
に
降
っ
た
雪
を
バ

ー
ク
材
で
覆
っ
て
保
存
し
て
お
い
た
も

の
を
利
用
し
ま
し
た
。
外
気
温
が
36
・

７
℃
の
時
、
エ
ア
コ
ン
の
吹
き
出
し
口

か
ら
は
15
℃
の
風
が
出
て
お
り
、
設
置

し
た
休
憩
所
内
で
は
、
た
く
さ
ん
の
方

が
「
涼
し
い
～
!!
」
と
、
雪
の
涼
風
を

体
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
企
画
と
し
て
、
雪
山
の

滑
り
台
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
ソ
リ
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

は
雪
の
冷
た
さ
と
夏
に
雪
と
い
う
見
慣

れ
な
い
光
景
に
大
好
評
で
し
た
。

▲涼風を肌で体感　その温度差なんと21℃ !!

▲真夏に突如、雪山出現！

【
問
合
せ
先
】

　

特
命
対
策
課

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
１

古
代
遺
跡
を
探
る

　 

─ 

泉
平
遺
跡
の
発
掘 

─

▲泉平遺跡発掘の様子（栄中学校体験学習時）

　

村
内
に
は
、
こ
の
た
び
村
宝
と
な
っ

た
火
焔
型
土
器
が
発
見
さ
れ
た
長
瀬
新

田
遺
跡
や
、
多
量
の
土
器
・
石
器
が
発

見
さ
れ
て
い
る
野
田
沢
十
王
峯
遺
跡
の

よ
う
に
、
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た

縄
文
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
い
最
近
で
は
、
県
の
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ひ
ん
ご
遺
跡
の
発
掘

調
査
で
、
栄
村
は
古
代
遺
跡
の
宝
庫
で

あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
各
遺
跡
の
内
容
を
知
る
た
め

に
、
数
か
所
の
発
掘
調
査
を
計
画
し
、

こ
の
た
び
泉
平
遺
跡
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。
調
査
は
、
６
月
29
日
か
ら
７

月
11
日
ま
で
の
六
日
間
、
面
積
は
２
×

２
ｍ
の
調
査
区
を
四
か
所
、
計
16
㎡
で

し
た
。
い
ず
れ
の
調
査
区
に
お
い
て
も

約
五
千
年
前
頃
の
縄
文
時
代
中
期
の
土

器
や
石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
う
ち
一

か
所
の
調
査
区
で
は
、
深
さ
80
㎝
ほ
ど

の
穴
な
ど
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
中
か

ら
は
縄
文
土
器
の
破
片
が
や
や
ま
と
ま

っ
て
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
料
な
ど

を
貯
蔵
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
施
設
な
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.38

　

９
月
22
日
㈯
に
天
池
で
行
わ
れ
る
キ
ャ
ン

ド
ル
イ
ベ
ン
ト
『
夢ゆ

め

灯ほ

』
に
合
わ
せ
、
森
宮

交
通
㈱
さ
ん
と
、
栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会
さ

ん
と
共
同
で
、
女
性
向
け
の
旅
を
企
画
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
協
力
隊
に
な
る
以
前
に
、
秋
山
郷
に

何
度
も
来
て
い
た
の
は
、
人
の
温
か
さ
と
、

自
然
の
深
さ
、
温
泉
の
素
晴
ら
し
さ
に
ひ
か

れ
た
か
ら
で
し
た
。
一
方
、
東
京
で
働
い
て

い
た
時
に
は
、
人
工
的
な
ス
ピ
ー
ド
感
や
通

勤
の
大
変
さ
な
ど
に
仕
事
で
の
ス
ト
レ
ス
が

加
わ
り
、
同
僚
な
ど
多
く
の
人
が
心
身
と
も

疲
れ
切
っ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
方
た
ち
に
秋
山
郷
を
紹

介
し
て
、
心
と
体
を
癒
し
て
ほ
し
い
な
、
と

勝
手
に
思
っ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

秋
山
郷
に
来
る
と
、「
30
年
前
く
ら
い
は
、

お
客
さ
ん
が
多
か
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
ぇ
」
と

い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
今
は
だ
い

ぶ
減
っ
て
、
お
客
様
の
年
齢
層
は
中
高
年
の

方
が
多
い
気
が
し
ま
す
。
中
高
年
の
お
客
様

は
年
を
取
れ
ば
足
が
遠
の
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
若
い
層
の
方
に
来
て
も

ら
い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
生
活
時
代
に
、
あ
る
地
方
で

の
女
性
向
け
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

企
画
者
は
同
年
代
の
女
性
で
、
移
住
者
。
彼

女
の
人
柄
や
、
場
の
作
り
方
の
上
手
さ
も
あ

り
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
た
ち
と
話
し
た
こ

と
や
、一
つ
一
つ
の
出
来
事
が
心
に
刻
ま
れ
、

深
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
私
も
そ
の
よ
う

な
女
性
向
け
の
旅
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
、
観
光
協

会
さ
ん
に
若
い
女
性
の
方
が
入
り
、
森
宮
交

通
さ
ん
も
女
性
向
け
の
旅
を
作
り
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
、
同
じ
志
を
持
っ
た
メ
ン
バ

ー
が
そ
ろ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
企
画
が

実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
に
観
光
協
会
さ
ん
の
お
力
を
お
借
り

し
、
企
画
を
進
め
て
い
る
の
で
す
が
、
私
自

身
の
力
不
足
を
感
じ
て
し
ま
う
事
も
多
々
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
企
画
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々
が
、

喜
ん
で
力
を
貸
し
て
く
れ
る
姿
や
、
女
性
向

け
の
企
画
内
容
に
目
を
輝
か
せ
て
聞
い
て
く

れ
る
姿
に
、
私
は
心
を
打
た
れ
、
が
ん
ば
っ

て
成
功
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ツ
ア
ー
商
品
は
最
低
人

数
が
集
ま
ら
な
い
と
催
行
さ
れ
な
い
と
い
う

厳
し
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
参
加
さ

れ
た
い
方
が
周
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
お
声
か
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
詳

細
は
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
奥
信
越
観
光
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.okushinetsu.com

/

※
お
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
込
み
は
不
可

と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
の
み
】

　

森
宮
交
通
株
式
会
社

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

２
７
３
６

　
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
音
枝
里
子
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

今
年
の
夏
は
と
て
も
暑
い
で
す
ね
。
毎

日
30
度
を
超
え
る
ほ
ど
。
今
回
は
そ
ん
な

暑
い
夏
に
お
す
す
め
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
紹

介
し
ま
す
。
夏
休
み
に
ぜ
ひ
遊
び
に
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
①
　
大
瀬
の
滝
（
小
赤
沢
）

　

見
学
場
所
と
滝
が
近
い
た
め
、
水
量
が

多
い
時
は
水
し
ぶ
き
が
か
か
り
、
滝
の
音

で
声
も
あ
ま
り
聞
こ
え
な
い
ほ
ど
で
す
。

夏
に
は
最
高
の
場
所
で
す
。
足
元
に
気
を

つ
け
て
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
②
　
山
伏
山
の
風
穴
（
津
南
町
）

　

何
よ
り
涼
し
い
！
夏
で
も
５
℃
以
下
の

風
が
出
て
き
ま
す
。
ま
さ
に
天
然
の
ク
ー

ラ
ー
で
す
。
近
隣
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
も
あ

り
、
ま
さ
に
夏
遊
び
に
は
も
っ
て
こ
い
で

す
。その

③
　
見
倉
橋
（
津
南
町
結
東
）

　

ゆ
ら
ゆ
ら
と
ゆ
れ
る
見
倉
の
つ
り
橋
か

ら
見
る
中
津
川
渓
谷
の
景
観
は
絶
景
で
す
。

ま
さ
に
夏
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
ゆ
れ
も
涼

し
さ
の
演
出
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

㊴

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

８
月
18
日
㈯　

９
時
～
15
時
30
分

　

津
南
町
見
倉
集
落
や
結
東
の
石
垣
田
な
ど

を
散
策
し
ま
す
。

　

参
加
無
料
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】

　

帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て
も

大
丈
夫
な
服
装

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方

　

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

夏
の
お
す
す
め

ジ
オ
パ
ー
ク
め
ぐ
り
！

▲大瀬の滝

▲見倉橋

▲山伏山の風穴
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よ りだ健保

　特定健診・後期高齢者健診の結果を、下記日程にて返却します。
　対象地区ではない方は、直接保健師が配布しますので、ご了承ください。

日 に ち 受 付 時 間 場　　　　所 対 象 地 区

８月３日㈮
9：00～ 9：45 切 欠 公 民 館 切 欠
10：00～10：30 柳 在 家 公 民 館 柳 在 家
10：45～12：00 志 久 見 公 民 館 志 久 見・ 雪 坪

８月６日㈪

9：00～10：00 白 鳥 公 民 館 白 鳥
10：30～11：30 平 滝 公 民 館 平 滝
13：00～14：30 森 公 民 館 森
15：00～16：00 青 倉 公 民 館 青 倉

８月７日㈫
9：00～10：00 箕 作 公 民 館 箕 作
10：30～11：30 野 田 沢 公 民 館 野 田 沢

８月９日㈭ 9：30～11：00 と ね ん ぼ 小 赤 沢

　毎日暑い日が続いていますが、お子さんのオムツであせもなど肌トラブルはありませんか？
　夏は、薄着になって衣服の着脱が冬場よりも簡単なことから、トイレトレーニングには良い
時期とされています。
　今回の子育ておよたりでは、からだの仕組みや関わり方のポイントをご紹介します！

トイレトレーニングをお考え中のお父
さん・お母さん！
この夏、チャレンジしてみませんか？

子育てお
たより

子育てお
たより

子育てお
たより

【からだの仕組み】
　３歳になると、オシッコを出すための神経（脳と膀胱をつなぐ）がほぼできあがり、膀胱にオシッコがた
まったことを感じるようになります。子どもがサインを出すようになるので、そのサインにていねいに対応
し、まずはオシッコをしたいという感覚を育てましょう。
●夜は抗利尿ホルモンの働きで、オシッコを作る量が減ってくるので、夜のオシッコの出方を確認してみま
しょう！
　①寝てすぐにオシッコをするタイプ （１晩に２回以上）→抗利尿ホルモンの量がこれから増えていきます。
　②朝方オシッコをするタイプ　　　　　　　　　　　 →抗利尿ホルモンの量が増えてきました！

【関わり方のポイント】
＊安定したホルモンが出るように生活リズムを整えましょう…生活リズムをつくる脳と抗利尿ホルモンを分
泌する脳は関連しています。
＊夕食は眠る２時間前までにすませましょう……食事により、オシッコをつくる働きがさかんになります。
＊夜は途中で起こさないようにしましょう………途中で起こすと抗利尿ホルモンが減ってしまいます。
＊昼間にオシッコをためて、出すことを練習しましょう…膀胱が大きくなり、オシッコをためられるように
なります。

特定健診・後期高齢者健診の結果報告会について
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　高社山の山麗に広がる「やまびこの丘公園」は、英
国風ガーデンを中心に約１千種、３万株の花を集めた
フラワーガーデンダリア園では、８月上旬から２６０種
３万本のダリアが咲き誇ります。園内は花壇の間を縫
うように散策路が整備されており、ゆっくりと散策を
お楽しみいただけます。色彩鮮やかなダリアをご覧に
ぜひお越しください。
■入園料　大人（中学生以上）210円　小学生110円　幼児無料
■場　所　やまびこの丘公園� 木島平村大字上木島3878番地80
■問合先　やまびこの丘公園　☎0269-82-4664

　野沢温泉村の温泉街か
ら長坂ゴンドラリフトで
約15分の空中散歩。
　標高1,400ｍ、街の光
が届かない真っ暗な静寂
の世界へ。晴れた日には
手が届きそうな無数の
星々が輝き、街中では見
ることができない光景が
広がります。

○期間	 ８月４日、11日、
　　　　18日、25日（いずれも土曜日）
○時間	 上り線　19時30分集合
　　　　（長坂ゴンドラリフト長坂駅）
	 下り線　21時～21時30分
○料金	 おとな2,000円　こども1,000円
	 （ゴンドラ往復チケット・ドリンク・ガイド含）
問い合わせ　㈱野沢温泉（野沢温泉スキー場）
	 　　☎0269-85-3166

木島平村やまびこの丘公園へ
３万本のダリアを見に行こう！

ナイトゴンドラツアー

　今年は３年に１度の大地の芸術祭の年です。７月２９
日㈰から９月１７日㈪の５１日間で津南町と隣の十日町市
を舞台に３７８点もの作品が展示されます。国内だけに
限らず、海外からも多くの人が作品やイベントを鑑賞
しに訪れます。また、津南町には新たに１０点の作品や
イベントが完成。前回を楽しまれた方も、今年が初め
ての方も是非ご鑑賞ください。
お問い合わせ　大地の芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　☎025-757-2637

９月17日（月・祝）は飯山駅に集合！
　ミニ新幹線の乗車体験や鉄道模型の展示、運転シミ
ュレーション体験、ＪＲはたらくクルマの展示・記念
撮影会など、わくわくイベントが盛りだくさん！
　他にも飲食ブースや伝統文化体験ブースもあるの
で、子どもから大人まで楽しめます。
　長野県ＰＲキャラクター「アルクマ」も来るよ♪
　イベント詳細はウェブサイト（http://www.iiyama-
ouendan.net/dc/）をご覧ください。
開催日時：９月17日（月・祝）　10：00～15：00
場　　所：ＪＲ飯山駅
問い合わせ先：信州ＤＣ飯山市実行委員会（信州いい
　　　　　　　やま観光局内）☎0269-62-3133

大地の芸術祭が今年もやってくる！ いいやま駅まつり
～鉄フェス with　信越自然郷～

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

▲「記憶−記録」足滝の人々　霜
しも

鳥
とり

健
けん

二
じ

作
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６月火災・救助・救急出動件数

最高気温 35.0℃ ６月29日㈮

最低気温 10.3℃ ６月２日㈯

平均気温 20.3℃ 総 雨 量 83.5㎜

栄村の気象（６月）

世帯数 831世帯 前月比＋1
人　口 1,889 ±0
男 916 −2
女 973 ＋2

出生 1
死亡 3
転入 4
転出 2

世帯と人口（７月１日現在） ６月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 0 75 飯山日赤� 9

津南病院� 2
そ の 他� 5
不 搬 送� 0
合　　計� 16
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 11

野沢温泉村 0 0 13

栄 村 0 0 16

管 轄 外 等 0 0 0

つけたなら　けすまで消えない　その責任

８月の納税等
○村民税　　　　　　　　○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料　○簡易水道料
○温泉休憩所使用料　　　　○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆

　私事ですが、少年野球の指導者として、週
末は野球に明け暮れています。
　今年は高校野球が100回の記念大会という
ことで出場枠が増え、その枠を狙って連日猛
暑の中、球児たちがプレーしています。
　小学生の時に教えた子どもたちが、高校球
児として懸命にプレーしてくれている姿を見
るにつけて、胸が熱くなりました。

生活カレンダー８月
２
～
４
日
（
木
～
土
） 　

自
然
学
校
キ
ャ
ン
プ
【
の
よ
さ
の
里
】

３
日
㈮　

す
い
か
わ
り
大
会
【
北
信
保
育
園　

９
時
30
分
】

５
日
㈰　
ぐ
る
っ
と
ま
る
ご
と
１
０
０
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ【
ス
キ
ー
場  

７
時
】

　
　
　
　

長
野
県
知
事
選
挙
【
村
内　

７
時
】

６
日
㈪　

原
爆
死
没
者
慰
霊
（
広
島
）【
村
内　

８
時
15
分
】

6
～
8
日
（
月
～
水
）　

栄
中
学
校
広
島
平
和
学
習
【
広
島
】

7
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

9
日
㈭　

ラ
ジ
ヘ
リ
空
中
防
除
【
村
内　

５
時
】

　
　
　
　

原
爆
死
没
者
慰
霊
（
長
崎
）【
村
内　

11
時
２
分
】

11
日
㈯　

さ
か
え
子
ど
も
ま
つ
り
【
ス
キ
ー
場　

10
時
】

15
日
㈬　

戦
没
者
慰
霊
【
村
内　

12
時
】

17
日
㈮　

ラ
ジ
ヘ
リ
空
中
防
除
【
村
内　

５
時
】

18
日
㈯　

ジ
オ
お
宝
巡
り
【
な
じ
ょ
も
ん　

９
時
30
分
】

18
日
㈯　

ラ
ジ
ヘ
リ
空
中
防
除
【
村
内　

５
時
】

24
日
㈮　

ラ
ジ
ヘ
リ
空
中
防
除
【
村
内　

５
時
】

28
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

３
日
㈮　

健
診
結
果
報
告
会
【
切
欠
・
柳
在
家
・
志
久
見
】

６
日
㈪　

健
診
結
果
報
告
会
【
白
鳥
・
平
滝
・
森
・
青
倉
】

７
日
㈫　

健
診
結
果
報
告
会
【
箕
作
・
野
田
沢
】

８
日
㈬　

お
達
者
会
【
箕
作
・
小
赤
沢
10
時
・
14
時
】

９
日
㈭　

お
達
者
会
【
青
倉
・
和
山　

10
時
・
14
時
】

　
　
　
　

健
診
結
果
報
告
会
【
と
ね
ん
ぼ
】

10
日
㈮　

お
達
者
会
【
森　

14
時
】

18
日
㈯　

親
子
料
理
教
室
【
栄
小
学
校　

９
時
30
分
】

20
日
㈪　

お
達
者
会
【
横
倉　

10
時
】

21
日
㈫　

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室
【
集
団
検
診
室
10
時
】

22
日
㈬　

お
達
者
会
【
泉
平　

10
時
】

23
日
㈭　

献
血
【
役
場　

９
時
30
分
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
大
久
保
・
白
鳥　

10
時
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
平
滝
・
屋
敷　

14
時
】

24
日
㈮　

あ
そ
び
の
教
室
【
北
信
保
育
園　

９
時
30
分
】

28
日
㈫　

お
達
者
会
【
月
岡　

10
時
】

31
日
㈮　

乳
児
健
診
【
集
団
検
診
室　

13
時
】

９
月

１
日
㈯　

食
べ
て
・
聞
い
て
、
美
味
し
く
減
塩
早
わ
か
り

�

【
ス
キ
ー
場　

10
時
30
分
】

３
日
㈪　

幼
児
健
診
【
集
団
検
診
室　

13
時
】

５
日
㈬　

お
達
者
会
【
上
野
原　

14
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　８月31日㈮です
口座振替日
　農協・郵便局　　　８月22日㈬
　八十二銀行・県信　８月27日㈪

裕
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栄村
議会報

発　行　栄 村 議 会
責任者　福 原 和 人
編　集　議会報編集委員会

第187号

内容：○村内視察 ○主な可決案件 ○平成30年度予算推移 ○意見書提出 ○請願審査結果 ○一般質問６名

案　件　名 内　　容
―５月臨時会―
◆平成30年度一般会計補正予算（第１号）

・北野天満温泉の温泉棟改修に係わる工事費
・補正額：10,235千円

◆平成30年度　生活基盤近代化事業　青倉配
水池築造工事請負契約の締結について

・青倉地区の水道配水池を新たに築造するため
・契約金額：64,800千円
・相 手 方：株式会社　サン　タキザワ

―６月定例会―
◆専決処分について：栄村税条例等の一部を

改正する条例について

・地方税法及びたばこ税法等が改正されて、本年３月31日に公布され
た事に伴い、栄村税条例を改正し、４月１日から施行する必要があっ
たため。製造たばこ及び加熱式たばこの区分規定と税率の改正など

◆専決処分について：栄村国民健康保険税条
例の一部を改正する条例について

・国民健康保険の運営が県へ移管になること及び地方税法の改正によ
り、栄村健康保険税条例を改正し、４月１日から施行する必要があ
ったため。運営主体が長野県に移ることに伴う課税額の定義の改正
など

◆平成30年度栄村一般会計補正予算（第２号）
・人事異動に伴う人件費の増減、利雪推進プロジェクト事業費、振興

公社指定管理料、村単道路災害復旧事業費等の追加など
・補正額：59,778千円

◆平成30年度栄村国民健康保険特別会計（施
設勘定）補正予算（第１号）

・内科医師交代等に伴う人件費の補正など
・補正額：▲5,578千円

◆平成30年度栄村秋山診療所特別会計補正予
算（第１号）

・内科医師交代に伴う人件費の補正
・補正額：▲276千円

◆平成30年度栄村介護保険特別会計補正予算
（第１号）

・人事異動と給与改定に伴う人件費の補正
・補正額：53千円

◆平成30年度栄村簡易水道特別会計補正予算
（第１号）

・人事異動等による人件費の追加、配水池の整備及び配水管の修繕料
・補正額：3,532千円

平成30年５月臨時会・６月定例会　主な可決案件

坪野水路 野々海水路

　７月12日に行われた村内視察で
は、議会一般質問等でも度々取り上
げられていた東部地区の坪野水路と
水内地区の野々海水路について実際
に現状を見てきました。
　水路管理等困難な箇所が多く、黒
パイプ管やＵ字溝等１日も早い改修
が望まれます。

村内視察



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊栄 村 議 会 報（19） 平成30年８月１日

◆平成30年度　栄村予算推移◆

案　件　名 内　　容
◆平成30年度栄村スキー場特別会計補正予算
（第１号）

・人事異動等による人件費の減額
・補正額：▲4,211千円

◆平成30年度栄村ケーブルテレビ特別会計補
正予算（第１号）

・商工観光課観光係の複合施設「絆」への移転に係わる情報系システ
ムの配線工事

・補正額：1,644千円
◆栄村介護保険条例の一部を改正する条例の

制定について ・国の介護保険法施行令の改正に伴う条文内の引用項番を変更するもの

◆栄村地域経済牽引事業の促進に係る固定資
産税の課税免除に関する条例の制定につ

　いて

・旧企業立地促進法が地域未来投資促進法に改正されたことに伴い、
北信地域では北信州経済牽引事業促進協議会を組織し、北信地域基
本計画が策定され、昨年12月に国の同意を得た。この基本計画に基
づき、事業者が策定する地域経済牽引事業計画が県知事の承認を得
た場合に、家屋、構築物またはこれら敷地である土地に対して課税
する固定資産税について、最初に課すべきこととなる年度以降３年
度分に限り課税を免除するもの

◆平成30年度　防災・安全交付金（道路）事業
村道天代坪野線橋梁架替

　⑹ 工事請負契約の締結について

・村道天代坪野線　土合橋の架け替えの一環である取付道路の北野川
右岸側を整備するため

・契約金額：75,168千円
・相 手 方：株式会社　廣瀬建設

◆財産の取得（圧雪車370PS級）について

・さかえ倶楽部スキー場のゲレンデ整備のため、圧雪車370馬力級１
台を取得するため

・取得価格：34,560千円
・相 手 方：日本ケーブル株式会社　長野支店

◆字の区域の変更について ・県営中山間地域総合整備事業栄地区、青倉の居平（いでら）工区の
換地処分を行うにあたり、字の区域の変更が必要となったため

◆栄村監査委員の選任について
・前任の山田知周氏（屋敷）が本年５月31日をもって監査委員を辞職

したことによる
・新任：山本邦雄氏（野田沢）

―追加議案―
◆平成30年度栄村一般会計補正予算（第３号）

・５月25日発生の農地及び公共施設等の地震災害復旧事業費
・補正額：44,470千円

◆平成30年度栄村生活排水処理特別会計補正
予算（第１号）

・5月25日に発生した地震により被災した合併処理浄化槽の復旧に要
する費用

・補正額：11,588千円

区　　　分 当初予算 ５月補正 ６月補正 現在の予算額 増 減 額 増減率％

一 般 会 計 3,710,000 10,235 104,248 3,824,483 114,483 103.09

特 別 会 計

国民健康保険事業勘定 219,069 219,069 0 100.00

国民健康保険施設勘定 124,133 ▲5,578 118,555 ▲5,578 95.51

秋 山 診 療 所 4,962 ▲276 4,686 ▲276 94.44

後 期 高 齢 者 医 療 31,730 31,730 0 100.00

介 護 保 険 396,738 53 396,791 53 100.01

簡 易 水 道 152,729 3,532 156,261 3,532 102.31

生 活 排 水 79,639 11,588 91,227 11,588 114.55

農 業 集 落 排 水 14,859 14,859 0 100.00

ス キ ー 場 141,229 ▲4,211 137,018 ▲4,211 97.02

ケ ー ブ ル テ レ ビ 80,339 1,644 81,983 1,644 102.05

特 別 会 計 合 計 1,245,427 1,252,179 6,752 100.54

※▲は減額

単位：千円	
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請願件名 請 願 の 趣 旨 請 願 者 紹介議員 審査結果

「核兵器禁止
条 約 を 批 准
し、発効に向
けて真剣に努
力することを
政府に求める
意 見 書 」 の
提出を求める
請願

　2017年７月７日、核兵器禁止条約が国連で採択されまし
た。一発でも爆発すれば、人類と地球全体に壊滅的な被害
を与える核兵器を禁止し廃絶する条約が人類史上初めて作
られたのです。この条約が多くの国で批准され発効すれば、
核兵器のない世界の実現のために人類は偉大な一歩を踏み
出せます。
　核保有国やその「核の傘」の下にある国々も、この核兵
器禁止への世界的な気運の高まりを捉えて、人類破滅の危
機を招く危険のある核兵器の禁止へ努力することが求めら
れています。
　こうした中で日本政府は、アメリカなどの核保有国に同
調して、国連第一委員会に続いて国連総会でも核兵器の禁
止条約の交渉開始決議に反対しました。これは唯一の戦争
被爆国政府としてあるまじき態度であり、国際社会での合
意にも、「核兵器のない世界」を求める被爆国国民・被爆
者の願いにも、世界世論にも反する態度といわざるを得ま
せん。
　唯一の戦争被爆国の政府として、日本政府は核兵器禁止
条約の交渉に背を向ける態度を改めて、率先して核兵器禁
止条約を批准し、条約の発効に向けて真剣に努力すべきで
す。条約は50ヵ国が批准すれば90日後に発効します。
　私たち日本国民は、今こそ「ノーモアヒロシマ」「ノー
モアナガサキ」「ノーモアヒバクシャ」の思い、核兵器廃
絶を求める声を政府に寄せることが求められているのでは
ないでしょうか。
　私たちも様々な方法で国民の声を政府に届ける努力を続
ける決意です。
　日本政府が唯一の戦争被爆国に相応しく、国際社会で「核
兵器全面禁止条約の発効」のために努力することを求める
ための意見書を提出いただきますよう請願します。

飯水岳北原水
爆禁止協議会

代表理事
　小林規夫

齋藤康夫
阿部伸治

継続審査

意 見 書 名 概 　 　 　 略 送　付　先

国際紛争解決の手
段としての戦争放
棄を謳った憲法第
９条１項２項を堅
持し、改憲の議論
に際しては拙速な
結論は避け、慎重
に議論を行うこと
を求める意見書

　日本国憲法は、先の大戦で多くの犠牲者を出した痛苦の反省から政府の
行為によって再び戦争の惨禍が起こることのないように決意し、恒久平和
を念願し憲法第９条を定めました。第９条によって70年間日本の平和は守
られ国際社会にも高い評価を受けてきました。
　戦争の惨禍は今でも多くの人々の心に厚くのしかかっています。
　長野県では、全国一多い満蒙開拓団を満州に送り、この栄村においても
たくさんの犠牲者が出ました。「戦争はこりごりだ」「戦争は絶対反対だ」
というのが私たちの強い願いです。
　平和憲法、とりわけ憲法第９条１項２項を堅持し、国民の生活と安全を
守り、戦争しない日本を求めます。以上のことを踏まえ改憲の議論を慎重
に行うことを求めます。

内閣総理大臣
衆議院議長
参議院議長

請願　審査結果

意見書を１件提出
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こ
の
問
題
は
３
月
議
会
で
も
質
問

し
た
が
、
特
に
道
・
水
路
の
管
理

等
、
共
同
作
業
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
農

地
の
集
約
が
進
み
、
営
農
組
織
の
皆
さ
ん
は

多
く
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
。
共
同
作
業

は
休
日
に
計
画
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
作
業

日
が
重
複
す
る
の
で
作
業
員
の
配
置
な
ど
工

夫
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
小
集
落
で
の
高
齢
化
と
体
調
問
題

な
ど
で
作
業
に
参
加
で
き
な
い
人
も
増
え
て

い
る
中
で
、
早
急
に
手
立
て
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
対
策
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
の
か
。

栄
村
に
合
っ
た
人
材
組
織
、
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
組
織
を
３
月
議

会
で
答
え
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
ま
と
め

る
考
え
で
い
る
。
広
域
的
な
組
織
と
連
携
す

る
か
、
村
単
独
で
や
る
か
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
住
民
福
祉
課
、
特
命
対
策
課
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
３
者
で
研
究
、
年
内
に
は
報
告

の
考
え
で
い
る
。

現
在
、
一
泊
、
半
日
な
ど
の
人
間

ド
ッ
ク
に
は
村
の
補
助
が
適
用

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
度
補
助
金
申
請
者
は

１
２
６
名
で
あ
る
が
、
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
支
援
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。中
野
市
、

山
ノ
内
町
、
木
島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
に
つ

い
て
は
実
施
し
て
い
る
が
、
飯
山
市
と
栄
村

は
実
施
し
て
い
な
い
。
今
後
の
対
策
は
。

脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
一
度
受

診
す
れ
ば
、
異
常
が
無
け
れ
ば
４

～
５
年
に
１
回
で
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
は
病
院
で
確
認
済
み
で
あ
る
。
本
村
に
お

い
て
も
出
来
る
だ
け
多
く
の
村
民
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
支
援
策
を
考
え
て
い
る
。

脳
ド
ッ
ク
は
早
期
発
見

と
治
療
を
目
的
と
し
て

い
る
。
28
年
度
に
栄
村
の
国
保
で
脳
血
管
疾

患
を
発
症
し
た
人
は
、
64
歳
以
下
で
４
名
、

65
歳
以
上
で
は
12
名
が
発
症
し
て
い
る
。
人

間
ド
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
実
施
し
た
場

合
、
脳
ド
ッ
ク
だ
け
で
４
万
円
以
上
の
経
費

が
必
要
で
、
脳
ド
ッ
ク
単
体
で
の
受
診
が
少

な
い
の
は
こ
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
る
。
村

長
の
答
弁
に
も
あ
る
よ
う
に
、
早
急
に
検
討

し
て
実
施
の
方
向
に
向
け
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

①
平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
財
政

規
模
は
。
②
繰
入
額
、
村
債
の
規

模
、
３
年
後
の
財
政
状
況
は
。

総
合
振
興
計
画
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
過
去
３
年
間
の
事
業

実
績
を
基
に
見
直
し
、
長
期
予
算
状
況
を
踏

ま
え
予
算
計
上
し
て
い
る
。

①
予
算
は
当
該
年
度
に
必

要
と
す
る
施
策
に
よ
っ
て

算
定
さ
れ
る
が
、
ま
だ
震
災
関
連
事
業
が
あ

り
最
終
的
に
は
37
億
７
千
万
円
位
を
予
定
し

て
い
る
。
平
成
23
年
の
震
災
前
の
予
算
額
は

約
30
億
円
前
後
で
あ
っ
た
。
②
繰
入
金
は
７

年
前
の
震
災
以
降
増
額
し
た
分
は
関
連
事
業

と
公
債
費
と
考
え
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
も

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
今
後
あ
る
基
金

を
有
効
に
使
っ
て
い
く
の
が
こ
れ
か
ら
の
使

命
と
考
え
適
正
に
管
理
運
営
し
て
い
く
。
村

債
は
28
年
度
決
算
で
29
億
１
千
万
円
だ
が
、

公
債
費
率
を
見
な
が
ら
高
率
な
交
付
税
の
優

遇
措
置
の
過
疎
債
を
使
っ
て
い
き
た
い
。
３

年
間
の
実
施
計
画
見
直
し
も
、
今
年
度
は
過

去
の
実
績
を
基
に
事
業
効
果
を
加
え
た
事
業

計
画
を
作
成
し
て
検
証
を
行
い
、
計
画
の
作

成
を
徹
底
し
て
い
く
。

集
落
、
特
に
商
店
と
交
通
対
策
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
集
落
の
理

想
的
な
姿
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
の
質
問
は
あ
ま
り
に
も
幅
が
広

す
ぎ
て
、
私
は
簡
単
に
は
答
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
私
の
理
想
的
な
姿

と
す
れ
ば
、何
処
の
商
店
で
あ
ろ
う
が
、農
村

で
あ
ろ
う
が
、
集
落
ご
と
に
集
落
の
想
い
が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
組
織
立
て
す
れ
ば
い
い

の
で
は
な
い
か
と
言
う
考
え
で
い
る
。そ
し
て

集
落
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
集
落
ご

と
に
考
え
方
の
違
い
が
あ
る
の
で
、
一
概
に

行
政
側
か
ら
は
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
集

落
ご
と
に
思
う
考
え
を
要
望
と
し
て
受
け
る

の
が
行
政
で
は
な
い
か
と
言
う
考
え
で
い
る
。

集
落
支
援
制
度
の
在
り
方

を
今
年
度
重
点
的
に
検
討

し
た
い
。
集
落
の
想
い
、
や
り
方
を
聞
き
取

る
中
で
、
ど
う
い
っ
た
支
援
が
可
能
か
、
ど

う
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
か
を
集
落

懇
談
会
の
内
容
等
見
直
し
を
し
た
い
。
そ
し

て
、
集
落
支
援
金
の
算
定
の
見
直
し
も
今
年

度
行
う
予
定
で
あ
る
。

村　長

村　長

年
内
に
は
報
告
の

考
え
で
い
る
。

集
落
ご
と
に
集
落
の
想
い
が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
組
織
立

て
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
と
言
う
考
え
で
い
る
。

「
村
単
独
の
人
材
支
援

立
ち
上
げ
」の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。

集
落
の

理
想
的
な
姿
と
は
。

齋
藤
康
夫
議
員

保
坂
良
徳
議
員

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
か
ら

村
民
の
生
活
環
境
整
備
に
つ
い
て

「
村
単
独
の
人
材
支
援
の
立
ち

上
げ
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

脳
ド
ッ
ク
の

支
援
対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

村
長

村
長

健
康
支
援
課
長

村
長
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２
０
２
０
年
４
月
か
ら
、
国
は
地

方
公
務
員
法
と
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
を
し
て
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
村
の
臨
時
職
員
の
無
期
雇
用
契
約
へ

の
転
換
、
及
び
施
行
に
あ
た
っ
て
不
公
平
に

な
ら
な
い
よ
う
考
え
て
い
る
か
。

今
後
、
法
律
の
改
正
、
施
行
に
合

わ
せ
て
対
応
し
て
い
く
。
該
当
す

る
臨
時
職
員
が
希
望
す
れ
ば
、
不
公
平
と
な

ら
な
い
よ
う
に
前
歴
換
算
を
し
て
契
約
す
る

こ
と
に
な
る
。

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

と
い
う
非
常
勤
の
職
員
と

な
る
。

免
許
証
を
返
納
し
、
更
に
自
動
車

を
廃
車
し
た
人
が
「
出
掛
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
」
と
言
い
、
と
て
も
不
自
由
を

感
じ
て
い
る
。
自
分
自
身
に
置
換
え
て
考
え

る
と
他
人
ご
と
で
は
な
い
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス

は
村
の
中
心
に
来
る
だ
け
で
外
に
出
て
買
い

物
を
す
る
こ
と
に
繋
が
ら
な
い
。
新
た
な
仕

組
み
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

一
人
、二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
、

村
全
世
帯
の
半
分
で
毎
年
増
え
て

い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
基
に
、

特
命
対
策
課
、
住
民
福
祉
課
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
三
者
で
研
究
し
、
今
年
中
に
方
向
性

を
示
し
た
い
。

１
３
３
件
の
回
答
が
あ

っ
た
。
買
い
物
支
援
の

希
望
で
は
、
50
％
が
移
動
購
買
車
の
運
行
、

20
％
が
買
い
物
バ
ス
、
買
い
物
代
行
を
希
望

し
て
い
る
。
実
施
に
向
け
て
多
方
面
か
ら
考

え
た
い
。

旧
宝
山
荘
附
近
の
道
路
改
良
に
つ

い
て
、
昨
年
地
形
測
量
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

６
月
６
日
に
十
日
町
地
域
振
興

局
・
地
域
整
備
部
に
要
望
活
動
を

し
て
い
る
。
土
地
の
所
有
者
は
津
南
町
で
あ

り
、
津
南
町
長
か
ら
「
道
路
改
良
に
必
要
な

土
地
は
是
非
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
助

言
を
い
た
だ
き
、
前
向
き
に
進
ん
で
い
る
。

手
詰
ま
り
に
な
っ
た
ら
県
議
会
議
員
を
通
し

て
要
望
活
動
を
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
具
体
的
な
整

備
内
容
、
整
備
方
法
に

つ
い
て
、
地
域
整
備
部
、
津
南
町
、
栄
村
の

三
者
の
事
務
担
当
者
で
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

種
々
の
災
害
発
生
時
の
対
応
を
よ

り
よ
く
す
る
た
め
に
、
今
回
の
地

震
へ
の
初
期
対
応
の
充
分
な
総
括
が
必
要
だ
。

非
常
参
集
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
職
員
の
参
集
率

は
67
％
だ
っ
た
。
各
課
で
今
回
の
振
り
返
り

を
行
い
、
区
長
、
消
防
団
の
意
見
も
聞
き
、

今
年
度
中
に
作
成
す
る
応
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

今
回
の
課
題
も
含
め
て
い
き
た
い
。

本
年
度
当
初
予
算
約
37
億
円
の
う

ち
、
恒
久
的
な
財
源
で
賄
え
て
い

る
の
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
村
税
、
地
方
交
付

税
交
付
金
、
国
・
県
の
各
種
負
担
金
は
今
後

３
年
、ど
う
推
移
し
て
い
く
と
見
て
い
る
か
。

　

３
年
後
の
公
債
発
行
残
高
、
公
債
費
は
そ

れ
な
り
に
算
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。
来
年
度

の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
公
債
発
行
残
高

は
ど
の
程
度
に
保
つ
の
が
適
切
だ
と
考
え
る

か
。

支
出
で
増
え
る
も
の
は
あ
っ
て
も

減
ら
な
い
。
入
り
に
つ
い
て
は
工

面
し
な
が
ら
調
整
し
て
い
く
し
か
な
い
だ
ろ

う
。

恒
久
的
な
財
源
は
予
算
総

額
の
50
％
く
ら
い
の
確
保

が
可
能
か
と
思
う
。
公
債
費
は
毎
年
２
億
８

千
万
円
か
ら
９
千
万
円
。

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
な
か
な
か
難

し
い
。
予
算
が
経
常
的
な
予
算
だ
け
で
や
っ

て
い
く
な
ら
、
計
算
で
き
る
が
。

　

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
を
こ
れ
か
ら

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
数

年
以
内
に
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

れ
ら
の
投
資
的
経
費
も
含
め
て
ど
う
や
っ
て

い
く
か
が
実
施
計
画
、
事
業
計
画
だ
と
考
え

て
い
る
。

昨
今
の「
自
治
体
消
滅
論
」

は
、「
消
滅
す
る
と
こ
ろ

は
消
滅
、
国
が
何
で
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
き

る
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
い
う
考
え
だ
。
そ

う
い
う
厳
し
い
現
実
を
ふ
ま
え
て
、
栄
村
が

５
年
後
、
10
年
後
、
ど
う
い
う
姿
を
と
っ
て

い
け
る
の
か
を
、
私
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て

真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
日
の
質
疑
を
そ
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

村　長

村　長

新
た
な
財
源
が
必
要
と

な
る
が
対
応
し
た
い
。

必
要
経
費
は
増
え
る
。

入
り
は
工
面
・
調
整
。

労
働
契
約
法
の
改
正
に

伴
い
、村
へ
の
影
響
は
。

村
財
政
の

将
来
展
望
に
つ
い
て
。

上
倉
敏
夫
議
員

松
尾 

眞
議
員

５
月
25
日
の
地
震
へ
の
役
場

の
初
期
対
応
の
総
括
は
？

恒
久
的
財
源
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か

公
債
発
行
残
高
は
ど
の
程
度
が
適
切
か

労
働
契
約
法
の
改
正
に
伴
い
、

村
へ
の
影
響
に
つ
い
て

津
南
町
・
逆
巻
地
区
内
の
道
路
改

良
の
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

特
命
対
策
課
長

産
業
建
設
課
長

松
尾
議
員

村
長

村
長

村
長

村
長
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今
年
も
蝶
類
の
捕
獲
に
訪
れ
る
収

集
家
が
目
に
付
い
た
。ギ
フ
チ
ョ
ウ

の
卵
を
産
み
付
け
て
あ
る
植
物
を
持
ち
去
る
、

ま
た
、収
集
家
が
い
る
前
で
ト
ラ
ッ
プ
（
罠
）

を
仕
掛
け
る
な
ど
、
争
奪
戦
が
展
開
し
て
い

る
。
村
の
固
有
の
資
源
・
財
産
を
、
規
制
が

無
い
こ
と
か
ら
持
ち
去
る
と
い
う
異
変
が
起

き
て
い
る
が
、村
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。

ギ
フ
チ
ョ
ウ
で
は
採
取
禁
止
の
規

制
や
、
刑
罰
を
受
け
た
事
例
が
あ

る
。
強
い
訴
え
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
規
制
等
に
向
け
た
方
針
を
商
工
観
光
課
で

大
至
急
研
究
す
る
。
村
史
編
纂
の
執
筆
者
に

動
植
物
の
専
門
家
も
い
る
の
で
意
見
を
聞

き
、
自
然
保
護
条
例
の
関
係
も
あ
り
、
早
急

に
取
り
掛
か
る
。動

植
物
の
保
護
や
文
化
財
の

保
護
の
現
状
で
は
、
調
査
も

必
要
に
な
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と

い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
そ
う
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
自
然
環
境
の
保
全
に
力
を
注
い

で
い
き
た
い
。

平
成
３
年
の
栄
村
全
村
博
物
館
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想
だ

が
、
民
力
を
活
か
し
て
進
め
る
実
践
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
平
成
10
年
に
は
「
明
日
の
栄

村
」
で
こ
の
こ
と
の
村
の
固
有
の
資
源
・
財

産
・
民
力
を
活
か
し
て
栄
村
ら
し
さ
を
発
揮

さ
せ
て
観
光
施
設
に
頼
ら
な
い
観
光
の
あ
り

方
を
謳
っ
て
い
る
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

１
０
０
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
は
、
鳥
甲
山
を

バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
る
人
が
多
い
が
、
耕
作

放
棄
で
農
地
は
荒
れ
放
題
で
あ
る
。
観
光
の

あ
り
方
は
、
誰
が
ど
う
す
る
の
か
。
植
物
・

ジ
オ
パ
ー
ク
・
文
化
等
の
マ
ッ
プ
が
で
き
な

い
か
。

観
光
と
農
業
は
合
わ
せ
て
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
公
約
で
申
し

上
げ
て
お
り
、
秋
山
郷
の
観
光
に
力
を
注
ぎ

た
い
と
考
え
て
い
る
。
下
で
作
っ
た
物
を
秋

山
郷
で
消
費
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
循
環
型

農
業
を
進
め
る
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村
と
の

広
域
型
の
観
光
に
取
り
組
む
。

秋
山
郷
全
体
の
様
々
な

景
観
だ
け
で
な
く
、
動

植
物
の
見
せ
る
と
こ
ろ
、
見
せ
ら
れ
な
い
と

こ
ろ
、
こ
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
は
菅
沢
農
地
利
用
組
合

が
地
主
よ
り
一
括
借
り
上
げ
、
借

地
料
を
入
植
者
か
ら
集
め
支
払
い
を
し
て
き

た
経
過
が
あ
る
が
、
今
年
度
か
ら
個
々
対
応

と
い
う
こ
と
に
入
植
者
一
同
動
揺
し
て
い

る
。
な
ぜ
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
の
か
。
ま
た
今
後
ど
の
様
に
進
め

て
い
く
の
か
。

菅
沢
農
地
利
用
組
合
は

法
人
格
を
有
し
て
お
ら

ず
、
農
地
の
利
用
権
設
定
は
で
き
な
い
と
外

部
か
ら
の
指
摘
が
あ
り
、
事
務
手
続
き
が
混

乱
し
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
。
今
後
は
農

作
業
の
受
委
託
契
約
と
い
う
形
を
取
る
中

で
、
農
業
委
員
会
、
利
用
組
合
と
相
談
し
な

が
ら
こ
れ
ま
で
ど
お
り
手
を
煩
わ
せ
る
こ
と

な
く
進
め
て
い
く
。

外
部
の
指
摘
を
受
け
た
段

階
で
検
討
で
き
た
事
案
で
、

耕
作
者
に
い
た
ず
ら
に
不
安
を
あ
お
る
と
い

う
事
態
は
避
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。

雪
国
で
は
、
何
と
か
利
雪
を
と
い

う
こ
と
は
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て

き
て
い
る
。
当
然
様
々
な
デ
ー
タ
も
豊
富
に

あ
る
中
で
、
な
ぜ
今
、
あ
の
程
度
の
も
の
に

お
金
を
掛
け
て
と
い
う
意
図
が
理
解
し
が
た

い
。
そ
こ
に
意
義
は
あ
る
の
か
伺
う
。

村
内
で
は
初
め
て
の
こ

と
で
、
自
前
の
デ
ー
タ

は
無
い
。
結
果
を
村
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も

意
義
が
大
き
い
と
思
う
。

今
定
例
会
の
補
正
予
算
に
も
村
外

の
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委

託
す
る
と
い
う
多
額
の
計
上
が
あ
っ
た
。栄
村

ら
し
い
雪
室
を
と
い
う
こ
と
だ
が
、
説
得
力

に
欠
け
る
と
思
う
。
ま
た
将
来
的
に
建
設
物

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
も
前
提
に
あ
る
の
か
。

将
来
的
に
は
雪
室
施
設

の
建
設
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。
十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
、
今
回
の
実
験
結
果

も
反
映
さ
せ
研
究
し
て
い
く
。
酒
造
メ
ー
カ

ー
な
ど
上
手
く
や
っ
て
い
る
例
が
あ
り
、
観

光
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

村
が
建
設
す
る
と
い
う
こ

と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
希

望
す
る
事
業
者
に
補
助
事
業
を
と
い
う
こ
と

く
ら
い
が
当
村
の
す
べ
き
こ
と
と
考
え
る
。

村　長

特命対策課長

商
工
観
光
課
で
大
至
急

研
究
す
る
。

十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
、実
験
結

果
も
反
映
さ
せ
研
究
し
て
い
く
。

村
の
固
有
の
資
源
・
財
産

を
規
制
が
無
い
こ
と
か
ら

持
ち
去
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。

栄
村
ら
し
い
雪
室
を
と

い
う
こ
と
だ
が
説
得
力

に
か
け
る
の
で
は
。

相
澤
博
文
議
員

阿
部
伸
治
議
員

菅
沢
農
地
借
地
権

設
定
に
つ
い
て

雪
室
研
究
に
つ
い
て

動
植
物
の
保
護
に
つ
い
て

観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

産
業
建
設
課
参
事

村
長

教
育
長

商
工
観
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課
長

村
長

特
命
対
策
課
長

特
命
対
策
課
長

阿
部
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員

阿
部
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